
















































































































り、授業は日本時間の 9 時～ 12 時にか
けて 3 コマと、予想よりも長時間に及
ぶものであった。よってスカイプ相手
を複数見つけ、それぞれの負担をでき
るだけ減らすよう調整した。
　当日は、スカイプ相手のうちの一人
が日程を間違えてしまい、結果的に他
のスカイプ相手の負担が増えてしまっ
たが、授業自体に支障はなく、子供達
も様々な質問を投げかけてくれた。質
問は子供達が考えたものを、私がドイ
ツ語に直して、子供達がドイツ語で直
接質問するようにし、ドイツ語での返
答を私が日本語に直して伝える、とい
う形式で行った。
　この形式をとるに当たって、一番大
事なのは子供達の意欲であった。しか
し、私達の心配をよそに、立教小学校
の児童達は次々と質問を投げかけてく
れた。時間が足りず、全員の質問に答
えられなかったのが残念であったが、
彼らの積極的な参加のおかげで私達の
プレゼンテーションは大成功のうちに
終わった。
4．まとめ
　結果は 3 位入賞にとどまり、ドイツ
に行くことはできなかった。しかし、
プレゼンテーションを通じて私は主に 2
つの大切なことを再認識した。
　1 つ目は、留学中に出会った友人と
のかけがえのない繋がりである。彼ら
は貴重な時間を割いて付き合ってくれ
た上に、レッドブルを飲みながらスカ
イプに応じてくれた。何より時差の問
題があるので、調整と一言に言っても
互いの日程が合わないことが多々あり、
その度に相手が私に合わせてくれると
申し出てくれた。このような友人を持
てたことはとても幸運なことであるし、
これからも大切にしていきたいと改め
て考えた。
　2 つ目は、子供達の新しい文化に対す
る好奇心である。真新しい文化に触れ
ている間、彼らは非常に楽しそうにし
83
ており、生き生きとしていた。次々と
投げかけられる質問それぞれが、純粋
な好奇心から来るものであった。この
ような状況を目の当たりにし、私自身
がドイツに降り立った時の興奮を思い
返し、好奇心というものがいかにその
人の原動力になりえるかを再認識した。
　これらの他にも様々なことを考えた
が、まずこのコンテストで 3 位入賞を
獲得できたのは、ひとえに周りの方々
の協力のおかげである。Muelenz 先生を
始め、立教小学校に連絡してくださっ
た新野先生、様々なアドバイスをいただ
いた山田先生、貴重なお時間をいただ
いた立教小学校の遠山先生と長畑先生、
そしてスカイプに応じてくれた David
と Aaron に感謝を述べて報告を終わり
にする。
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